
～プログラム～

（１）熱帯性魚類食中毒シガテラのリスク評価のため
の研究 （主任研究者：大城 直雅）

１４：０５～１４：５０

（２）水分含量食品中における食中毒細菌（サルモネ
ラ，腸管出血性大腸菌）の菌数変動および生存
確率予測モデルの開発

（主任研究者：小関 成樹）
１４：５０～１５：３５

（３）香料の摂取量に関する評価方法の確立に関する
研究 （主任研究者：佐藤 恭子）

１５：３５～１６：２０
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